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共に住んでよかったと
思えるまちを

CHECK　どんなまちづくりを目指す？　―令和 3 年度当初予算編成方針 ―

　日野町では、地方創生の実現に向け、「保健・医療・福祉の充実」「地域資源を活かした産業の振興」「教育・
子育ての充実」の３本柱を掲げ、さまざまな取り組みを進めてきました。
　町では、これまでの課題と反省を踏まえ、令和２年度より新たな地方創生戦略「第２次きらり日野町創生戦略」
を実施。「若者・子どもが住む未来へつながる持続可能なまち」「住民が生きがいをもって自ら考え実行する住民
主導のまち」「地域資源を活用した賑わいのあるまち」「みんなの笑顔が光る安心安全なまち」の 4 つを基本と
なる視点として掲げ、「集落機能の維持・移住・定住」「子育て・幼児教育」「学校教育・社会教育」「産業・雇用」

「まちづくり」「保健・医療・福祉」「防災・減災」の７つの分野を柱に取り組みを継続していきます。
　町民の皆さんが住んでよかったと思えるまち、将来を担う子どもたちが誇りを持って引き継げるまちづくりを
積極的に進めていきます。

当初予算
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CHECK　一般会計予算総額は 32 億 6,030 万円（前年度比 9.4％減）

POINT１限られた収入の中で、
まちの特色をどう生かすか

　歳入全体を詳しく見ていくと、
・町自らの手で得られる「自主財源」は、
主に町民税や固定資産税、軽自動車税な
どの町税や使用料などで、約５億 5,466
万 5 千円（17.0％）
・地方交付税などの国や県に依存する
「依存財源」は、約 27 億 563 万 5 千円
（83.0％）。特に、国から交付される地方
交付税は 17 億 3,325 万円と、歳入の約
53.1％と大きな割合を占めています。そ
のほか、県支出金が 13.0%、町債が 8.1%、
国庫支出金が 4.6% と続きます。
　財政の健全化、そして限られた予算の
中で、町の特色を生かしたまちづくりが求
められています。

一般会計
町税町税 10.3％ 10.3％
3 億 3,558 万円3 億 3,558 万円

その他の自主財源その他の自主財源
7,067 万円 2.2％7,067 万円 2.2％

繰入金  繰入金  3.5％3.5％
1 億 1,557 万円1 億 1,557 万円

諸収入諸収入 1.0％1.0％
3,283 万円3,283 万円

地方交付税地方交付税   53.1％   53.1％
17 億 3,325 万円17 億 3,325 万円

町 債町 債　  8.1 ％　  8.1 ％
2 億 6,350 万円2 億 6,350 万円

県支出金  県支出金  13.0％13.0％
4 億 2,362 万円4 億 2,362 万円

国庫支出金国庫支出金  4.6％  4.6％
1 億 4,944 万円1 億 4,944 万円

その他の依存財源  4.2％その他の依存財源  4.2％
1 億 3,581 万円1 億 3,581 万円

歳入

●●自主財源　自主財源　
　　５億 5,466 万 5千円（17.0％）５億 5,466 万 5千円（17.0％）

●●依存財源依存財源
　　27億 563 万 5千円（83.0％）27億 563 万 5千円（83.0％）

▼その他自主財源
分担金および負担金、
使用料および手数料、
財産収入、寄付金

▼その他依存財源
地方譲与税、利子割交付金、配
当割交付金、地方消費税交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法
人事業税交付金、環境性能割
交付金、地方特例交付金

32億 6,030万円32億 6,030万円

自主財源

依存財源

（千円単位切捨）（千円単位切捨）
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POINT２第2次きらり日野町創生戦略
を柱に。 各施策の充実を

　令和 3 年度は、令和元年度に策定し令和２年
度から実施した「第 2 次きらり日野町創生戦略」
を基軸に、日野町における地方創生の実現を目
指し、さまざまな課題の解決に向けた施策を展
開していきます。
・歳出全体に占める割合でみると、一番大きな
割合を占めるのが、庁舎管理や防災、移住定住・
空き家対策などの総務費で、約 7 億 746 万円

（21.7％）。今年度は、防災・減災対策として、
福祉と防災が連携した交流拠点づくり事業で

「ひの防災福祉コミュニティセンター」を設置
するほか、生活交通確保対策として、タクシー
事業を町営化し、より快適な公共交通サービス
を利用できるよう取り組みます。

・保小中一貫教育や学校教育、公民館運営などに
使われる教育費は、約 3 億 6,286 万円（11.1％）。
今年度は、令和 5 年度に開設する義務教育学校
の校舎建設にかかわる設計や、日野高校の魅力
化などに取り組みます。

・そのほか、保健・医療・福祉、地域資源を生か
した産業振興、観光振興などの充実を図ります。

議会費  議会費  1.9％   6,326 万円1.9％   6,326 万円

総務費　総務費　21.7％21.7％
7 億 745 万円7 億 745 万円

民生費　民生費　21.4％21.4％
6 億 9,562 万円6 億 9,562 万円

衛生費　衛生費　16.8％16.8％
5 億 4,682 万円5 億 4,682 万円

農林水産業費農林水産業費  13.2％  13.2％
4 億 3,070 万円4 億 3,070 万円

消防費消防費   0.4％  1,390 万円   0.4％  1,390 万円

公債費公債費  7.8％  7.8％
2 億 5,379 万円2 億 5,379 万円

教育費教育費   11.1％   11.1％
3 億 6,286 万円3 億 6,286 万円

商工費商工費  0.7％  2,397 万円  0.7％  2,397 万円

土木費土木費  4.8％  1 億 5,690 万円  4.8％  1 億 5,690 万円

予備費予備費  0.2％  500 万円  0.2％  500 万円

一般会計歳出総額　32億6,030万円

CHECK　国民健康保険、介護保険、水道 etc…。特定の目的を持った会計

特別会計

CHECK３特別会計の繰り出し金は前年度より減額。
　町の予算には、一般会計とは別に運営される
6 つの特別会計があり、当初予算の総額は 13 億
786 万円（前年比 6.6％減）です。
　特別会計は、収支のバランスを取るため、一
般会計からたくさんのお金を繰り出しています。
今年度は、2 億 2,753 万 7 千円。国民健康保険
や介護保険、後期高齢者医療保険の給付にかか
わる繰り出し金は、前年度より減額、公共下水
道事業も減額となっています。
町では、この繰り出し金を少しでも減らすため、
公共下水道や農業集落排水への加入促進を行っ
ています。このほか、介護予防や健康づくりに
よる医療費抑制に取り組んでいますので、ご協
力ください。

科　　目 本年度当初 前年度比

国民健康保険 ４億 140 万円 △ 3.5％

介護保険 6 億 2,841 万円 △ 5.9％

後期高齢者医療保険 5,555 万円 △ 0.8％

簡易水道 8,791 万円 12.0％

公共下水道事業 9,054 万円 △ 36.3％

農業集落排水事業 4,405 万円 8.4％

合　　計 13 億 786 万円 △ 6.6％

◆次ページでは、本年度の主な
事業の概要を紹介します。

歳出

（千円単位切捨）（千円単位切捨）


